



Post Economic Crisis Modification of Activity at Small and Medium-Sized Companies in Japan, Korea, and
China.
East Asian companies, in the wake of the economic crisis, have been pushed by the rough waves of ngoi-OuS
corporate reorganization. Consideration of the actual conditions of this phenomenon at macro level has been the
focus of a number of studies. The shape tl-is reorganization has taken, as well as the degree to which it has
advanced to date remains unclea-�". Understanding this angle requires observing the conditions under which
individual companies have make the necessary transformations. For this purpose three companies will be
considered: J company which manufactures wipers and other electric parts for Japan's Nissai- company; J-h
company that produces nuts and bolts for Hyundai Motor Company of Korea; and D company, a Chinese national
company based in Tienchin. That the three companies differ in nationality, in type of industry, and in size poses
problems in commonality. However, all three share the common task of -avina riden the rough waves rigorous
reorganization in East Asia following the economic crisis･ They also hold in com-non their having control-ted this
rough wave, as well as their continuing to perform operations in this rigorous environment･ This paper･ will
examine the similarities and the differences in the changes these companies have made in their systems and
technology dissemination following the economic crisis.
It will demonstrate that even though these three companies maintained their systems used to date, they introduced






























































































































































































































































































1 ●食料品 2 - 繊維 ●紡績 3 ●パルプ ●紙 4 ●化学
5 ●医薬品 ●化粧品 6 ●ゴム製品 7 ●窯業 ●土石 8 ●鉄鋼
9 ●非鉄金属 10●金属製品 目●一般機械 (専務用機器含む)
12●電気 ●電子機器
13●電子部品 14●自動車 15. 自動車部品 l6 . その他輸送機械
17●精密機器 18●医療機器 ●器具 19■家具 ●建築資材
20■その他 (具体的に : )
日本内に工場を持 っていますか ? はい ( ) いいえ ( )
罪
製
2 1●建設 ●不動産 22●金融 ●保険 23●運輸 ●輸送 24■通信
25●卸売業 26●小売業 27■ソフ トウエア開発
追
莱
28●会計 ●法律 ●コンサルティング ●投資顧問業
29●その他 (具体的に : )
(6)常用雇用者数
199 96年 12月 19999年 8 月 2000年 4 月
総 人数 人 人 人





19 96年 百万 円 % 百万円



























































非常に良い 良い 悪い 非常に悪い どちらとも
いえない
市場規模
規制の程度
アジア市場での役割
成長性
安定性
全体的な総合評価
(2)具体的に,日本市場に対する評価について記述して下さい｡
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上しI:.
ご協力ありがとうございました
(附録)在日アジア企業の活動実態
アンケート調査結果をまとめてみると以下の通りである｡
1.全体的特徴
在日アジア企業は日本国内の営業活軌市場確保を主要な事業目的としている(46社中42社)｡日本
国内における景気低迷により,将来は,急速な規模拡大よりは,安定基調での成長を望んでいる(安定
基調での成長が23社,規模の拡大が14社)0
事業活動の中で本社から独立していない部分は,生産･戦略樹立･人事管理部門の順である(生産が
13社,戦略樹立が12社,人事管理が11社)｡生産については,日本に進出してくるアジア企業は商社的
な役割の場合が多く,生産部門が本社にあるケースがほとんどである｡
日本経済低迷の原因について,政財界癒着(非常に大きいが12社,大きいが14社),金融部門の非効
率性(非常に大きいが19社,大きいが16社),企業の非合理的な経営活動(非常に大きいが15社,大き
いが12社)をあげている企業が多い｡
アジア通貨危機のため,本社･現地法人ともに一番打撃を受けた部分は売上高の減少(それぞれ22社
と19社)である｡こうした状況に対処するため,財務管理(13社),マーケテイング(11社),戦略樹立
(11社)を変更させた企業が多かった｡アジア通貨危機以降,リストラを実施した企業よりも,実施し
ていない企業の方が多い(実施した企業が17社,実施していない企業が29社)｡リストラを実施した企
業によると,具体的には,人員削減を行っているところが多かった(実施企業17社中13社)｡リストラ
は実施していなくても,正社員の採用はなくアルバイトパート採用に変更しているところもある｡ア
ジア企業のうちでアジア経済危機から回筏していると答えた企業と回復していないと答えた企業はほぼ
半々である(回復していると答えた企業が21社,回復していないと答えた企業が20社)｡個人消費の回
復,売上高の増加が見られるものの,本格的回復にはまだ程遠いことがうかがえる｡
日本での事業活動で一番難しい分野は,マーケテイングと答えたところが多く(16社),日本市場に
おける市場開拓が在日外国企業にとって厳しいことを表している｡ ｢日本人独自の品質意識,商習慣な
どのハードルが存在している｣との意見が多く聞かれた｡ただ,日本市場に対する評価は, ｢非常に良
い｣ ･ ｢良い｣と答えた企業が多くを占めており,日本経済の回復やそれぞれの企業の今後の戦略次第
で市場を開拓できると期待している企業も多い.そのためには日本市場において規制緩和を一段と進め
てほしいと希望している｡
日本市場に対する評価について, ｢すべての製品が繊細で大量消費の可能性があるが,官庁主導の輸入
規制は従来報道されているより莫大で,消費者よりも一部団体(主に外郭団体)の延命のために緩和さ
れない｡欧米からの圧力がかかっても小手先の開放に終わり実際に消費者が犠牲となっている｡まだ
5 -10年の単位で輸入規制が存続すると思われる｣との意見がある｡
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2.アジア各国企業の特徴
台湾
アジア通貨危機以降,台湾企業は他国企業とは異なり,ほとんどの企業がリストラを行っていない
(13社中11社)｡これは,アジア通貨危機の影響が比較的少なかった台湾において,本社の業績が良好で
あることを物語っている｡
韓国
韓国企業の主要な事業目的として,他国企業と同様に営業活動,市場確保が主な目的であるが(8社
中7社),情報収集･技術導入,研究開発(R&D)を目的としている企業も多い(4社･複数回答あ
り)｡特に,韓国の大手企業は技術導入を目的としたM&A　吸収･合併)による進出も少なくない｡
アジア通貨危機の影響として,本社が打撃を受けた分として自国為替下落による財務構造(負債等)
を挙げるところがあった｡ ｢カントリーリスクによる日本の各銀行の締め付けが大きかった｣との意見
が聞かれる｡また,アジア企業がアジア経済危機から回復していると答えている企業が多い(6社)｡
これはアジア通貨危機時における韓国企業が極端な業績悪化を経験しているため,最悪期から出したと
いうイメージが回復していると答えている企業が多いことにつながっていると考えられる｡
中国
アジア企業がアジア経済危機から回復していないと答えた企業が多く(8社中2社),韓国企業とは
逆の見方をしている｡
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1.全　体
2.
(1)貴社の日本での主要な事業目的は?
①日本国内の営業活動,市場確保
②情報収集,技術導入,研究開発(R&D)
③アジア市場での営業拠点確保
①その他
(2)これからの貴社の経常方針は?
(D安定基調での成長
(∋規模の拡大
③事業の現状維持
①事業の縮小
⑤その他
42
6
4
5
23
14
9
3
i
3.
貴社の事業活動の中で本社から独立していない部分は? (複数選択可能)
①マーケテイング
②人事管理
③生産
④流通
(9戦略樹立
⑥その他
q
ll
13
4
12
4 (特になし　8)
4.
(日　次の要因が日本経済の低迷にどの程度影響を与えたと思われますか?
(箇所に○をつけて下さい)
短期外国資本
政財界癒着
政府の過度な市場介入
金融部門の非効率性
非常に大きい　　大きい
5　　　　　　　10
12　　　　　　　14
7　　　　　　　19
19　　　　　　　16
企業の非合理的な経営活動　　　15　　　　　12
小さい　　非常に小さい　影響ない
14
10　　　　　　　　5
8　　　　　　　　0
5　　　　　　　1
8　　　　　　　3
(2)上記以下に日本経済の低迷の原因があれば,挙げて下さい｡
-78-
1
1
1
0
0
o .
(1)アジア通貨危機のため,現地法人が一番打撃を受けた部分は?
(∋売上高の減少
②経費の増加
③自国為替下落による財務構造(負債等)の悪化
④その他
22
1
(1
8 (なし　3)
(2)アジア通貨危機のため,あなたの本社が一番打撃を受けた部分は?
①売上高の減少
②経費の増加
③自国為替下落による財務構造(負債等)の悪化
④その他
19
1
8
9
6.
アジア通貨危機以降,貴社の政策の中で最も大きく変化した分野は?
(D労務･人事管理
②マーケテイング
③財務管理
④生産･品質管理
⑤研究開発活動　r&d:
⑥戦略樹立
⑦その他
9
ll
n
4
I
ll
4
7.
(1)アジア通貨危機以降,貫社にリストラがありましたか?
はい　17　　　　　　　　いいえ　　29
あった場合,リストラはどの部門で実施されましたか? (複数回答可能)
①人員削減
②事業部再編
③M&A
①その他
(2)具体的なリストラの内容は?
13
4
0
4
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8.
アジア企業がアジア経済危機から回筏していると思いますか?
はい　　22　　　　　　　　いいえ　　20
回複しているというご意見の場合,それはどのような形で現れていますか?
9.
貴社の日本での事業活動で一番難しい分野は?
①労務･人事管理
②マーケテイング
③財務管理
④生産･品質管理
(9研究開発活動(R&D)
⑥戦略樹立
⑦その他
10.
(1)日本市場に対する評価は? (箇所に○を付けて下さい)
市場規模
規制の程度
アジア市場での役割
成長性
安定性
全体的な総合評価
非常に良い　　　良い
15　　　　　　　　21
2　　　　　　　　9
8　　　　　　　25
4　　　　　　　14
6　　　　　　　24
3　　　　　　　27
3
16
4
1
3
7
4
悪い
4
20
3
14
8
6
(2)具体的に,日本市場に対する評価について記述して下さい｡
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非常に悪い　崇惹き
0
6
1
I
0
0
2
2
"1
6
3
3
2.台湾
蝣T
(1)貴社の日本での主要な事業目的は?
①日本国内の営業活動,市場確保
②情報収集,技術導入,研究開発(R&D)
③アジア市場での営業拠点確保
①その他
(2)こjtからの貴社の経営方針は?
①安定基調での成長
②規模の拡大
③事業の現状維持
④事業の縮小
⑤その他
13
1
1
0
9
5
i
0
0
3.
貴社の事業活動の中で本社から独立していない部分は? (複数選択可能)
①マーケテイング
②人事管理
③生産
④流通
⑤戦略樹立
⑥その他
1
3
6
2
3
1
-1.
(1)次の要因が日本経済の低迷にどの程度影響を与えたと思われますか?
(箇所に○をつけて下さい)
非常に大きい　大きい　　　小さい　非常に小さい　影響ない
短期外国資本
政財界癒着
政府の過度な市場介入
金融部門の非効率性
0
5
2
4
企業の非合理的な経営活動　　　3
4
3
4
5
6
4　　　　　　　1
3　　　　　　　　0
3　　　　　　　0
2　　　　　　　　0
2　　　　　　　　0
(2)上記以下に日本経済の低迷の原因があれば,挙げて下さい｡
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1
0
1
I
0
5.
(1)アジア通貨危機のため,現地法人が一番打撃を受けた部分は?
①売上高の減少
②経費の増加
③自国為替下落による財務構造(負債等)の悪化
④その他
6
1
1
1
(2)アジア通貨危機のため,あなたの本社が一番打撃を受けた部分は?
①売上高の減少
②経費の増加
③自国為替下落による財務構造(負債等)の悪化
(むその他
7
i
1
1 (なし1)
6.
アジア通貨危機以降,貴社の政策の中で最も大きく変化した分野は?
(∋労務･人事管理
②マーケテイング
③財務管理
④生産･品質管理
⑤研究開発活動(R&D)
⑥戦略樹立
⑦その他
2
3
1
3
0
4
0 (なし　2)
7.
(1)アジア通貨危機以降,貴社にリストラがありましたか?
はい　　2　　　　　　　いいえ　11
あった場合,リストラはどの部門で実施されましたか? (複数回答可能)
①人員削減
②事業部再編
③M&A
④その他
(2)具体的なリストラの内容は?
1
0
0
i
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:�"
アジア企業がアジア経済危機から回復していると思いますか?
はい　　6　　　　　　　　いいえ　　6
回複しているというご意見の場合,それはどのような形で現れていますか?
9.
貴社の日本での事業活動で一番薙しい分野は?
①労務･人事管理
②マーケテイング
③財務管理
④生産･品質管理
⑤研究開発活動　R&D)
⑥戦略樹立
⑦その他
10.
(1)日本市場に対する評価は? (箇所に○を付けて下さい)
市場規模
規制の程度
アジア市場での役割
成長性
安定性
全体的な総合評価
I
4
1
3
2
2
I
非常に良い　　　良い　　　　悪い　　　非常に悪い
4
0
1
i
0
0
4
4
8
-ll
7
7
2
7
1
5
4
2
(2)具体的に,日本市場に対する評価について記述して下さい｡
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0
1
0
K
0
0
どちらとも
いえない
1
0
1
0
0
2
3.韓国
2.
(1)貴社の日本での主要な事業目的は?
①日本国内の営業活動,市場確保
②情報収集,技術導入,研究開発(R&D)
③アジア市場での営業拠点確保
④その他
(2)これからの貴社の経営方針は?
①安定基調での成長
(参規模の拡大
③事業の現状維持
④事業の縮小
(むその他
7
4
1
1
5
2
1
0
1
3.
貴社の事業活動の中で本社から独立していない部分は? (複数選択可能)
①マーケテイング
②人事管理
③生産
④流通
⑤戦略樹立
(むその他
3
4
i
1
3
0
4.
(1)次の要因が日本経済の低迷にどの程度影響を与えたと思われますか?
(箇所に○をつけて下さい)
非常に大きい　　大きい　　　小さい　　非常に小さい　影響ない
短期外国資本
政財界癒着
政府の過度な市場介入
金融部門の非効率性
1
1
1
4
企業の非合理的な経営活動　　　1
1
3
3
3
2
1　　　　　　　　2
2　　　　　　　1
:　　　　　　　　o
0 0
2　　　　　　　1
(2)上記以下に日本経済の低迷の原因があれば,挙げて下さい｡
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0
0
0
0
0
o .
冒)アジア通貨危機のため,現地法人が一番打撃を受けた部分は?
①売上高の減少
②経費の増加
③自国為替下落による財務構造(負債等)の悪化
④その他
-1
1
i
^
(2)アジア通貨危機のため,あなたの本社が一番打撃を受けた部分は?
①売上高の減少
②経費の増加
③自国為替下落による財務構造(負債等)の悪化
④その他
3
0
2
1
6.
アジア通貨危機以降,貴社の政策の中で最も大きく変化した分野は?
(∋労務･人事管理
②マーケテイング
③財務管理
①生産･品質管理
⑤研究開発活動(r&d;
⑥戦略樹立
⑦その他
2
0
1
1
0
1
1
7.
(1)アジア通貨危機以降,貴社にリストラがありましたか?
はい　　5　　　　　　　　いいえ　　3
あった場合,リストラはどの部門で実施されましたか? (複数回答可能)
①人員削減
②事業部再編
③M&A
④その他
(2)具体的なリストラの内容は?
5
1
0
2
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8.
アジア企業がアジア経済危機から回復していると思いますか?
はい　　6　　　　　　　　いいえ　　2
回復しているというご意見の場合,それはどのような形で現れていますか?
9.
貴社の日本での事業活動で一番牲しい分野は?
(∋労務･人事管理
(ヨマーケテイング
③財務管理
④生産･品質管理
⑤研究開発活動　R&D)
(む戦略樹立
⑦その他
10.
(1)日本市場に対する評価は? (箇所に○を付けて下さい)
市場規模
規制の程度
アジア市場での役割
成長性
安定性
全体的な総合評価
1
3
0
0
0
I
1
非常に良い　　　良い　　　　悪い　　　非常に悪い
2
0
1
0
2
0
5
0
5
3
4
6
0
1
1
0
1
0
(2)具体的に,日本市場に対する評価について記述して下さい｡
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0
4
0
0
0
0
どちらとも
いえない
0
1
0
3
0
1
4.中国
2.
(1)貴社の日本での主要な事業目的は?
①日本国内の営業活動,市場確保
②情報収集,技術導入,研究開発　R&D)
③アジア市場での営業拠点確保
④その他
(2)これからの貴社の経営方針は?
①安定基調での成長
②規模の拡大
②事業の現状維持
亘)事業の縮小
⑤その他
10
0
2
0
3
2
3
1
0
(1
貴社の事業活動の中で本社から独立していない部分は? (複数選択可能)
①マーケテイング
②人事管理
③生産
④流通
⑤戦略樹立
⑥その他
I
e
1
i
0
0(なし　2)
4.
(1)次の要因が日本経済の低迷にどの程度影響を与えたと思われますか?
(箇所に○をつけて下さい)
非常に大きい　大きい　　　小さい　非常に小さい　影響ない
短期外国資本
政財界癒着
政府の過度な苗場介入
金融部門の非効率性
2
2
2
3
企業の非合理的な経営活動　　　4
1
3
3
1
2
1　　　　　　　0
2　　　　　　　0
2　　　　　　　　0
0　　　　　　　1
0　　　　　　　0
(2)上記以下に日本掛斉の低迷の原因があれば,挙げて下さい｡
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I
0
1
0
0
5.
(1)アジア通貨危機のため,現地法人が一番打撃を受けた部分は?
①売上高の減少
(参経費の増加
③自国為替下落による財務構造(負債等)の悪化
④その他
5
1
1
2
(2)アジア通貨危機のため,あなたの本社が一番打撃を受けた部分は?
①売上高の減少
②経費の増加
③自国為替下落による財務構造(負債等)の悪化
(むその他
b
0
1
1
6.
アジア通貨危機以降,貴社の政策の中で最も大きく変化した分野は?
(D労務･人事管理
②マーケテイング
③財務管理
塗)生産･品質管理
⑤研究開発活動(R&D)
⑥戦略樹立
⑦その他
2
"1
3
0
0
2
0
7.
(1)アジア通貨危機以降,貴社にリストラがありましたか?
はい　　5　　　　　　　　いいえ　　4
あった場合,リストラはどの部門で実施されましたか? (複数回答可能)
①人員削減
②事業部再編
③M&A
④その他
(2)具体的なリストラの内容は?
4
1
0
1
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8.
アジア企業がアジア経済危機から回復していると思いますか?
はい　　2　　　　　　　　いいえ　　6
回復しているというご意見の場合,それはどのような形で現れていますか?
9.
貴社の日本での事業活動で-杏林しい分野は?
①労務･人事管理
②マーケテイング
③財務管理
④生産･品質管理
⑤研究開発活動　r&d;
⑥戦略樹立
⑦その他
10.
日)日本市場に対する評価は? (箇所に○を付けて下さい)
非′削こ良い　　　良い　　　　悪い
市場規模
規制の程度
アジア市場での役割
成長性
安定性
全体的な総合評価
2
1
1
0
0
0
4
3
サ
i
4
5
1
1
0
3
2
つ
非常に悪い　t;㌔窓き
0　　　　　　　1
0
0
0
0
0
I
2
1
1
0
0
4
0
0
1
0
1
(2)具体的に,日本市場に対する評価について記述して下さい｡
(付記)アンケートは,小林プロジェクト1999年度生の参加を得て実施された｡なおこのアンケートは
特定課題研究(個人) ｢在外企業の日本での活動実態とその問題点｣ (課題番号98A-694)の
成果の一部である｡
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